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八
月
一
九
日
（
金
）
に
事
前
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
と
し
て
、
参
加
者
の
顔
合
わ
せ
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル

ー
ム
機
能
を
活
用
）
を
実
施
。
そ
の
後
の
一
カ

月
半
は
班
内
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
加
え
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を

用
い
た
事
前
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
取
り
組
み
、

一
〇
月
五
日
（
水
）
～
七
日
（
金
）
の
島
根
県

西
ノ
島
町
で
の
会
場
研
修
に
臨
ん
だ
。
島
で

実
施
す
る
研
修
は
三
年
ぶ
り
で
、
一
一
都
県

二
六
市
町
村
三
二
名
の
受
講
生
が
集
ま
っ
た

（
う
ち
一
名
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）。
そ
の
後
、
一

一
月
二
八
日（
月
）と
翌
五
年
二
月
八
日（
水
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
後
研
修
を
実
施
、

現
地
研
修
後
の
受
講
生
の
取
り
組
み
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。
本
稿
で
は
、
現
地
研
修

の
模
様
を
紹
介
す
る
。

自
分
の
目
指
す
島
づ
く
り
を 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

受
講
生
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
到
達
点
と

道
標
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
考
え
て
い
く
。

年
齢
や
職
業
、
暮
ら
し
て
い
る
地
域
は
異
な

っ
て
も
、
自
分
た
ち
島
を
よ
り
良
く
し
た
い

と
い
う
想
い
は
共
通
で
、
寝
食
を
と
も
に
し

な
が
ら
意
見
を
交
わ
し
、
支
え
合
う
こ
と
も

本
研
修
の
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

各
自
は
、「
島
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を「
○
○
す
る
大
使
」「
は

じ
め
の
三
歩
」
と
し
て
三
日
間
で
考
え
、
発

表
す
る
。「
○
○
す
る
大
使
」
と
は
、島
づ
く

り
で
の
目
標
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の

役
割
を
表
明
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、「
は
じ
め

の
三
歩
」
は
そ
れ
に
向
け
て
ま
ず
取
る
べ
き

三
年
ぶ
り
の
離
島
現
地
研
修
に
三
二
名
が
参
加

事
前
事
後
研
修
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

第
三
〇
期
と
な
る
令
和
四
年
度
の
島
づ
く

り
人
材
養
成
大
学
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
オ

ン
ラ
イ
ン
と
会
場
に
集
ま
っ
て
の
研
修
を
組

み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
」
で
開

講
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
前
回
に
引

き
続
き
、
島
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
「
プ

レ
イ
ヤ
ー
」
と
、
周
囲
の
関
係
者
が
最
大
の

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
す
る
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
の
両
方
の
資
質
を
備
え
た
「
プ
レ
イ
ン

グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
講
師
は
平
成
一
九

年
よ
り
本
研
修
に
携
わ
る
西
原 

弘
さ
ん
（
有

限
会
社
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル・デ
ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
）

が
務
め
た
。

本
誌
編
集
部

第 3 0 期

島 づ く り
人 材 養 成 大 学
開 講 報 告
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行
動
を
明
文
化
す
る
も
の
だ
。

初
日
は
、
自
己
紹
介
と
実
現
し
た
い
こ
と
、

「
○
○
す
る
大
使
」
を
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
。

西
原
講
師
は
、
目
標
設
定
に
あ
た
り
「
達
成

期
日
が
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
」「
達

成
の
成
否
を
〇
×
判
定
で
き
る
こ
と
」
を
必

須
の
要
件
と
し
て
説
明
。
発
表
は
、
島
に
戻

っ
て
か
ら「
い
ち
ば
ん
協
力
し
て
ほ
し
い
人
」

に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
す
る
つ
も
り
で
行
な
お

う
、
と
助
言
し
た
。

目
標
設
定
や
発
表
に
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

「
皆
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分

の
目
標
を
再
確
認
で
き
た
（
西
田
さ
ん
）」「
人

前
で
し
ゃ
べ
る
練
習
と
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
（
川
本
さ
ん
）」
と
い

っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
聞
き
手
と
な

っ
た
受
講
生
も
「
熱
量
が
高
く
と
て
も
良
い

影
響
を
受
け
た
（
吾
郷
さ
ん
）」「
同
じ
よ
う
な

悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
々
が
こ
ん
な
に
も
い

る
こ
と
に
驚
い
た
が
、
少
し
安
心
し
ま
し
た

（
小
林
さ
ん
）」「
自
分
も
で
き
そ
う
な
こ
と
を

考
え
て
見
つ
け
た
い
（
島
田
さ
ん
）」
と
、
良

い
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
だ
。「
事
前
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
日

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
（
松
永
さ
ん
）」

と
、
限
ら
れ
た
研
修
の
時
間
を
よ
り
効
果
的

■島づくり人材養成大学とは
　地域づくりの核となるリーダーを育成することを目的として、平成4年に始まった日本
離島センター主催の短期研修。参加者は全国から集い、これまでに延べ600人以上の
修了生を輩出。日常から離れて自分自身を見つめ直し、島人同士で交流し、課題を共
有するなかで、「島でやらなくてはならないこと」「自分にできること」を具体化。ワーク
ショップを通じて新しい発想を学び合い、課題解決のための技術を磨く。最終日まで
に各自が島づくりの具体的な計画を構想し、発表をする。お互いの経験や想いを共有
し理解を深めることで、さまざまなヒントや課題解決の糸口を見つけることができる。
この研修を機に、世代や地域を超えたネットワークが広く強く結ばれつつある。

令和4年
8月19日（金）

事前オンライン研修
・ガイダンス、自己紹介、グループワーク

9月 ・eラーニング教材（Learning Management Systemによる自主学習）
・グループ別ミーティング

会場研修（島根県西ノ島町）
午前 午後

10月5日（水） 七類港から西ノ島へ
☆開講式、ガイダンス
☆ワークショップ①
・◯◯島◯◯大使としての目標設定・発表

10月6日（木）
☆島内視察
・「焼火窯」で風流染め体験
・摩天崖訪問

☆ワークショップ②
・ダメ出しワーク
・ダメ返しワーク
・目標見直し・発表
・はじめの3歩ワーク

10月7日（金） ☆島大使発表
☆総評・修了式 西ノ島から七類港、各地へ

11月28日（月）
事後オンライン研修①
・実践報告、セルフマネジメントのヒント
・人材育成基金助成事業の案内

令和5年
2月8日（水）

事前オンライン研修②
・実践報告、セルフマネジメントのヒント
・次年度研修の案内

第30期島づくり人材養成大学プログラム内容・スケジュール

な
も
の
に
す
る
た
め
に
第
二
九
期
よ
り
導
入

し
て
い
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
評
価
す
る

感
想
も
あ
っ
た
。

島づくり人材養成大学
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西
ノ
島
の
自
然
・
文
化
に
触
れ
る

西
ノ
島
を
含
む
隠
岐
諸
島
は
地
殻
変
動
に

よ
っ
て
隆
起
し
た
火
山
島
で
あ
り
、
隠
岐
片へ

ん

麻ま

岩が
ん

な
ど
日
本
海
形
成
を
物
語
る
地
質
、
景

勝
地
や
植
生
分
布
、
古
代
か
ら
人
が
築
い
た

文
化
が
評
価
さ
れ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

二
日
目
は
、
西
ノ
島
の
魅
力
を
学
ぶ
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
島
内
唯
一
の
窯
元
「
焼た

く

火ひ

窯
」
を
訪
れ
、
島
の
赤
土
を
使
っ
て
手
ぬ
ぐ

い
を
染
め
る「
風ふ

流り
ゅ
う

染
め
」を
体
験
し
た
。
顔

料
を
染
み
込
ま
せ
た
手
ぬ
ぐ
い
を
海
水
に
さ

ら
す
工
程
を
経
て
色
素
を
定
着
さ
せ
る
も
の

で
、
受
講
生
た
ち
は
思
い
思
い
の
柄
に
染
め

上
げ
た
。
焼
火
窯
を
興
し
た
加
藤
唐と

う

山ざ
ん

さ

ん
・
洋ひ

ろ

子こ

さ
ん
夫
婦
は
、
窯
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
池
田
八
重
子
さ
ん
と
伴
田
さ
つ

き
さ
ん
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
平
成

三
〇
年
四
月
か
ら
令
和
二
年
三
月
ま
で
受
け

入
れ
た
。
彼
女
た
ち
は
任
期
終
了
後
も
島
に

残
り
、
令
和
四
年
一
月
に
焼
火
窯
事
業
を
継

承
。
本
研
修
で
は
、
移
住
と
就
業
を
テ
ー
マ

に
、
ご
自
身
た
ち
の
事
業
継
承
事
例
を
発
表

し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
西
ノ
島
の
西
部
に
は
海
蝕
崖
が
延

び
る
国
立
公
園
「
国く

に

賀が

海
岸
」
が
あ
る
。
中

で
も
摩ま

天て
ん

崖が
い

は
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
、
垂

直
二
五
七
メ
ー
ト
ル
の
切
り
立
っ
た
絶
壁
を

前
に
息
を
呑
む
受
講
生
も
多
か
っ
た
。

受
講
生
か
ら
は
「
土
染
め
が
想
像
以
上
に

楽
し
く
、
摩
天
崖
も
想
像
以
上
に
素
晴
し
か

っ
た
（
長
瀧
さ
ん
）」「
島
の
歴
史
・
文
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
中
原
さ
ん
）」
と
い

っ
た
声
の
ほ
か
、「
悪
天
候
時
の
楽
し
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
探
し
て
い
た
の
で
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
（
今
田
さ
ん
）」
と
、
受
講
生
自

身
の
島
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
っ
た
よ
う

だ
。「

ダ
メ
出
し
」「
ダ
メ
返
し
」で 

課
題
明
確
化

「
は
じ
め
の
三
歩
」を
設
定
す
る
た
め
に「
ダ

メ
出
し
」「
ダ
メ
返
し
」ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
。

設
定
し
た
目
標
を
達
成
す
る
上
で
足
り
な
い

も
の
、
障
壁
や
制
約
に
な
る
も
の
を
具
体
的

に
三
〇
個
以
上
シ
ー
ト
に
列
挙
す
る（
ダ
メ
出

し
）。そ
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
シ
ェ
ア
。
こ
の

時
、
話
し
手
の
発
言
意
欲
を
阻
害
し
な
い
よ

う
聞
き
手
は
共
感
・
同
調
を
心
掛
け
る
。

そ
の
後
、
ダ
メ
出
し
で
挙
が
っ
た
「
ダ
メ

開講式で歓迎の挨拶を述べる升谷 健西ノ島町長。
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要
因
」
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
内
で
助
言
を
し

合
う
（
ダ
メ
返
し
）。
ダ
メ
要
因
を
解
消
す
る

た
め「
条
件
を
変
え
る
た
め
の
行
動
を
と
る
」

「
代
替
案
を
探
す
」「
基
準
を
変
え
る
」
な
ど
、

自
由
な
発
想
の
も
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
出
し
合

う
ワ
ー
ク
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。「
い
ろ
ん
な
職
種
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
け
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た

（
佐
藤
さ
ん
）」「
ダ
メ
出
し
、ダ
メ
返
し
は
、問

題
の
本
質
に
せ
ま
る
、
有
効
な
手
段
だ
と
思

い
ま
し
た
（
森
脇
さ
ん
）」「
ダ
メ
出
し
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
自
分
の
班
の
メ
ン
バ
ー
が
仲
間

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
（
田
中
さ
ん
）」

と
、
受
講
生
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
実
感

し
た
よ
う
だ
。

最
終
日
、
三
日
間
の
現
地
研
修
を
通
し
て
、

自
身
の
課
題
を
明
確
化
し
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
、
ひ
っ
く
り
返
す
方
法
を
模
索
し
て
き
た

受
講
生
た
ち
は
、
自
分
と
島
の
な
り
た
い
姿

を
「
○
○
す
る
大
使
」、そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
な
行
動
を
「
は
じ
め
の
三
歩
」

と
し
て
言
語
化
し
、
発
表
し
た
。
初
日
の
島

づ
く
り
の
方
向
性
を
大
き
く
転
換
し
た
受
講

焼火窯での「風流染め」体験の様子。左から島田乾生さん（福岡県
小呂島）、今田歩夢さん（長崎県中通島）、白水 郁さん（福岡県小呂島）。

■島づくり人材養成大学を受講して
　この研修では「仲間を増やし、島で活躍する人からヒントを
得る」ことを目標としました。また、研修の目的でもある「周囲
を巻き込んでいけるプレイングマネージャーの育成」に惹か
れ、自分に欠けている能力を養うことも意識しました。
　受講するまで離島に11年間住んでいるが、他の離島のこと
を全く知らない状況でした。勤務先（大崎上島町役場）での受講
希望者募集の知らせを見て、一歩踏み出してみようと思い参
加しました。
　受講をきっかけに、今後の島づくり活動の目的の再考と他
の島で活躍する人たちとのつながりができました。日本全国の
さまざまな島で、いろいろな分野で活躍している参加者の話
を聞いて、それぞれの島の強み、人口構成や産業、問題点、置
かれている環境が違うことを知り、自分の島を客観的に見る
視点が備わりました。また、自分が活動している大崎上島のこ
とも理解しきれておらず、小さな世界でしか物事を捉えられて
いませんでしたが、研修を通してアクティブに活動している人
たちと意見交換することで、刺激を受け、時には協力し合い、
困った時に話を聞いてもらえる関係ができたと思います。
　私は会場研修での最終発表で「大崎上島高専数学自主学
習をサポートする大使」になることを宣言しました。学生時代
に自習支援教材の開発をしていた経験があり、継続して取り
組みたいと考えておりましたが、思うように進まず、重い腰が上
がらない状況でしたが、受講を機に、また動き出す原動力が
芽生えました。現在、町内では仕事のほかに夏祭りの事務局
や環境活動員としても活動を行なっています。島づくり人材養
成大学で出会った皆さんに負けないよう、今後も引き続き大
崎上島を盛り上げていきます。
� （松永和樹・広島県大崎上島町）

島づくり人材養成大学
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自治体名・島名 氏名 島大使
東京都大島町・大島 吉本浩二 青い芝生を増やす大使
東京都神津島村・神津島 中村　圭 住宅創造・よい暮らし作りをする大使
東京都八丈町・八丈島 新井誠人 八丈島を伝える・繋ぐ大使
新潟県粟島浦村・粟島 佐藤恵利果 特産品を開発する大使
新潟県佐渡市・佐渡島 宮嶋麻生 みんなで楽しく子育てする大使
新潟県佐渡市・佐渡島 小森美紗 島民を幸せにする大使
島根県隠岐の島町・島後 水間航多 ビールで丸ごとプハーッ！する大使
島根県隠岐の島町・島後 森脇芳史 人材育成推進する大使
島根県海士町・中ノ島 五島典英 離島で不動産市場を形成する大使
島根県西ノ島町・西ノ島 水城慶子 公民館の図書館を利用する大使
島根県知夫村・知夫里島 吾郷　均 100人委員会を実現する大使
広島県三原市・佐木島ほか 﨑田泰三 釣りスポット紹介する大使
広島県大崎上島町・大崎上島 松永和樹 高専数学自主学習を支援する大使
香川県坂出市・櫃石島ほか 加藤由梨 まずは住民の話をきく大使
愛媛県上島町・佐島 田中克典 佐島の魅力を届ける仲間を増やす大使
愛媛県松山市・中島 藤本周一 緑（園地庭木 etc.）の管理による生活空間を快適化する大使
愛媛県宇和島市・九島 長瀧　茂 観光ビジネスモデルの聖地にする大使
福岡県福岡市・小呂島 島田乾生 心のよりどころにする大使
福岡県福岡市・小呂島 白水　郁 島の魅力を広める大使
長崎県対馬市・対馬島 針谷広己 リアルなしまぐらしを伝える大使
長崎県対馬市・対馬島 小林　久 人口をふやす大使
長崎県新上五島町・中通島 堀江一誠 旬の魚を宣伝する大使
長崎県新上五島町・中通島 今田歩夢 中通島の陸海食人を案内する大使
長崎県五島市・福江島 泉井美由紀 あれこれを撮って書いて伝える大使
長崎県五島市・福江島 福島まゆみ 福江島つないで花いっぱいにする大使
熊本県天草市・牧島 鍬崎智広 天草・御所浦移住定住サポートする大使
鹿児島県十島村・小宝島 濵﨑たみ子 おもてなし大使でパパラギ新聞つくりをする大使
鹿児島県瀬戸内町・奄美大島 手嶋祥大 いらないものをいる人に届ける大使
沖縄県伊是名村・伊是名島 前川愛理 伊是名島をつながりの島にする大使
沖縄県渡嘉敷村・渡嘉敷島 西田大河 閑散期をなくす大使
沖縄県久米島町・久米島 中原大二郎 課題解決の取組をマネジメントする大使
沖縄県与那国町・与那国島 川本恵美 与那国を大好きな人があつまる交流拠点をつくる大使

第30期修了生の集合写真。
第30期島づくり人材養成大学受講者（32人）と「島大使」一覧
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■第30期島づくり人材養成大学を終えて
　今期は29期に引き続き、島づくりの「プレイン
グマネージャー」を目指すというテーマ設定で、
事前オンライン研修（1回）、会場研修（3日間）、事
後オンライン研修 (2回 )、上記期間中ｅラーニン
グ学習受講と、オンライン・リアルを併用したハ
イブリッド型としました。
　例年の受講者数が20人前後のところ、今回は
申し込み多数で32人の受講となる一方、現地西
ノ島での体験・視察プログラムや移動時間もあ
り、29期（東京開催）に比べてワークの時間が少な
くなることが見込まれました。さらに、通常4～5
人の班でグループワークを行なってきましたが、
今回は各班6～7人と人数が増える中で、しっか
りゴールまでたどりつけるよう、新たに次の4点の
運営上の工夫を試みました。
・�①事前オンライン研修～会場研修、②会場研

修中、③会場研修～１回目の事後オンライン
研修、④1回目の事後オンライン研修～2回目
の事後オンライン研修の4期にわけて、受講生
が班長役を交代で務める

・�①の期間に、各班で日程調整をしてオンライン
ミーティングを1回以上実施し、予め各人の受
講目的を明確化するとともに、受講者相互のコ
ミュニケーションと人間関係構築を図る

・�日本離島センター職員がファシリテーター役
として各班を担当し、現地研修中のみならず、
事前オンライン研修～2回目の事後オンライン
研修までの全期間にわたり進捗をフォローす
る

・�現地研修中は、島前地域で受け入れを実施し
ている「大人の島留学生」がサポーター役とし
て各班に加わり、班長とファシリテーターを補
佐しながら、グループワークに参画する

　各班をひとつの小組織として、メンバーが役割
を分担し、自分自身の成果にフォーカスしながら
チーム全体としても自立的に前に進めるようにな
ることを意図したものです。結果として、例年にも
増して、各班内および全体のコミュニケーション
が円滑になり、より受講生の自主性が引き出され
たのではないかと思います。現地研修最後の発
表において、1人ひとりの発表時間の計測管理を
一切行なわずに、時間どおりに進行することがで
きました。
　受講生の自助努力はもちろんのこと、サポータ
ー役として参画いただいた「大人の島留学生」、開
催地西ノ島町役場の皆さまのご協力・ご尽力あ
ってのことと、心より感謝申し上げます。

（西原 弘・第30期島づくり人材養成大学講師）

グループワークの様子。左から吾郷 均さん（島根県知
夫里島）、小林 久さん（長崎県対馬島）、松永和樹さん

（広島県大崎上島）、小森美紗さん（新潟県佐渡島）。

島づくり人材養成大学


